
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

地域づくりネットワーク県協議会加入団体数の増加

過疎地域を含めた県内の各地域で、地域づくりのリーダーとなる人材が育ち、その人材や地域住民、市町村による魅力ある地域づくりに

向けた活動が展開されることにより、誇りと自信が持てるような活力ある元気な地域社会の構築を目指す。

○「地域発　元気づくり支援金」等によって広がった地域づくり団体の活動をより一層活発化させるとともに、地域のリーダーを育成するた

め、情報提供や研修・交流事業の実施が引き続き必要。

○過疎地域では、人口減少、少子高齢化が進み、過疎地域以外の地域と比較すると65歳以上人口の構成比が約10％高い。また、過疎

市町村の財政力指数の平均（0.25：平成23年度）は、県内市町村の平均（0.40）と比較して0.15も低い。

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

県内の地域づくり団体の交流の促進、リーダー育成等

の取組みを行う協議会に対し、負担金を支出

　　【県が事務局となり、下記の事業を実施】

　　　○情報収集・提供事業

　　　　　情報誌の発行、インターネットによる情報発信、全国

E-mail shichoson@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

２－１　魅力ある地域の創造と発信

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 地域づくり団体が県全体の範囲で交流し、かつ団体と行政との連携・協働を

促進するため

地域づくりネットワーク長野県協議会規約
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

事業番号 03 11 04 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 地域活性化推進事業費地域活性化推進事業費地域活性化推進事業費地域活性化推進事業費
担

当

課

部局 総務部

３　元気ある地域づくりの促進 実施期間 Ｓ45頃 ～

課・室 市町村課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  ６　誇りある暮らし実現プロジェクト

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

683 683 683

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

目標に対

する成果

の状況

地域づくりネットワーク長野県協議会への加入団体数が増加するとともに、協議会全体の交流事業として開催した「やまびこフォーラム」に

は18の地域づくり団体等から217名が参加し、研修及び団体相互の交流を促進することができた。

 概算事業費（B（A）+C） 15,995 13,775 13,741 13,745

10,735 10,735 10,735

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

概　算

人件費

1.30 1.30 1.30 1.30

10,812

5,183 3,040 3,006

Aの

財源

5,852

合計

5,852 3,757 3,110 3,010

予

算

額

前年度繰越

当初予算 5,852

補正予算

3,757 3,110

3,757 3,110 3,010

合計（A)

４．その他地域活性化推進経費 直接

3,010

136

事業内容

１．地域づくりネットワーク事業 負担金

　　　　　情報誌の発行、インターネットによる情報発信、全国

　　　　研修会等への参加支援

　　　○研修・交流事業

　　　　　やまびこフォーラム（協議会主催の研修・交流会）の

　　　　開催、県内10地方事務所単位で支部を設置し、研修・

　　　　交流事業を実施、メーリングリストの設置による団体

　　　  相互の情報交換の促進

260 260 260

職員の旅費、事務消耗品等

地域づくりネットワーク

県協議会加入団体数

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

成果目標の達成状況

項目

２．地域活性化センター運営

負担金

負担金

地域社会の活性化のための諸活動を支援する目的で

設立されたセンターに対し、負担金を支出

900 900 900

負担金

３．全国過疎地域自立促進連

盟負担金

全国の過疎地域が連携して過疎対策事業の充実強化

を図ることを目的に設立された連盟に対し、負担金を

支出

3,110 3,006 3,010

1,267 1,163 1,167

増加増加 137 達成

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

地域づくりの主体的な活動のすそ野を広げ、地域づくり団体の活動をさらに活発化させるため、情報提供や研修・交流事業の支援を実施

していくとともに、地域づくり団体による、より自主的・主体的な運営に向けて、引き続き協議会の運営方法等について検討していく。


